
現
代
（

7

）
第
二

編
第
三

章
に
は
、

明

治
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に

わ
た

る
、

同
地
方
の

煙
草
製
造
関
係
の

資
料
が
収
載
さ
れ
て

い

る
。

い

ま

こ

の

う
ち
足
柄
上
郡
東
部
の

模
様

を
伝
え
る
「
明
治
十
九
年
　
煙
草

収
穫
・

製
造
・

販
売
概
況
」（
資
料
番

号
一00

）
を
引
用
す
れ

ば

表
二
－

四
四
の

通
り
で

あ
り
、

現
在
大
井

町
に

ふ

く
ま
れ
る
篠
窪
・

山
田
・

栃

窪
・

柳
・

赤
田
・

高
尾
の

六
か
村

で

は
、

当
時
約
一

万
貫
の

葉
煙
草

を

収

種
し

（
作
付
面
積
約
四
〇
町

歩
）、

約
四
〇
〇
〇
貫
の

刻
み

煙

草
を
村
内
で

製
造
し
た
。

他
管
内

と
の

取
引
高
は
移
入
が
約
三

〇
〇

〇
貫
、

移
出
が
一

万
二

六
〇
〇
貫

表2－45　煙草製造所

注　記載事項は初出の『神奈川県統計書』による。
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に
の

ぼ
っ

た
。

移
出
高
の

う
ち
刻
み
煙
草
は
約
四
〇
〇
〇
貫
だ
っ

た
の

で
、

他
は
葉
煙
草
の

ま
ま
移
出
さ
れ
た
も
の

と
お
も
わ
れ
る
。

移
出
先
は
横

浜
と
横
須
賀
で
あ
っ

た
が
、

『
神
奈
川
県
統
計
書
』
に

は
、

当
時
横
浜
に
荒
波
煙
草
製
造
所
（
明
治
四
年
十
一

月
設
立

）、

小
糸
煙
草
製
造
所
（
明
治
十

六
年
七
月
設
立

）
な
ど
の

名
前
が
見
え
る
の

で
、

秦
野
地
域
か
ら
も
葉
煙
草
の

買
付
け
を
行
っ

た
も
の

と
考
え
る
こ

と
が
で

き
る
。

他
方
、

村
内
の

製
造
人
（
加
工
業
者
）は
、

一

八
八
七
年
八
月
現
在
、

柳
村
を
除
く
五
か
村
に

計
一

一

人
い

た
が
、

翌
一

八
八
八
年
六
月
に

は
二

三

人

に

倍
増
し
た
。

ま
た
、

彼
ら
に

雇
用
さ
れ
た
刻
み
煙
草
の

賃
切
人
は
、

一

八
八
七
年
三

月
現
在
、

右
六
か
村
合
計
三

九
人
に
の

ぼ
っ

た
が
、

う
ち
二

九

人
は
自
宅
賃
切
人
で
、

製
造
所
で

働
く
賃
切
人
は
一

〇
人
に

過
ぎ
な
か
っ

た
。

ま
た
製
造
所
の

規
模
も
三

坪
（
約
九
・

九
平
方
㍍

）
な
い

し
一

二

坪
と

い

う
小
規
模
な
も
の

で
、

使
用
さ
れ
た
刻
み
用
具
も
、

四
組
を
越
え
る
製
造
所
は
皆
無
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
点
か
ら
い
っ

て

当
時
の

生
産
形
態
は
、

少
数
の

被
雇
用
者
が
経
営
者
な
い

し
そ
の

家
族
と
と
も
に

働
く
作
業
所
と
周
辺
の

賃
加
工

人
を
組
み
あ
わ
せ
た
、

初
期
マ

ニ

ュ

フ

ァ

ク
チ
ュ

ア

に
近

い

も
の

だ
っ

た
と
み
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

明
治
十
年
代
に

使
用
さ
れ
た
用
具
は
、

「
ゼ

ン

マ

イ

」
と
呼
ば
れ
た

足
踏
み
刻
み
器
械
が
主
流
で

あ
っ

た
が
、

二

十
年
代
初
頭
に

は
人
力
に

か
わ
っ

て

水
車
が
導
入
さ
れ
、

急
速
に
普
及
し
た
。

ま
た
、

こ

れ
に
と
も
な
っ

て

経
営
規
模
も
拡
大
し
、

二

十

年
代
な
か
ば
に

は
、

十
数
人
の

職
人
を
抱
え
る
製
造
所
が
多
く
な
っ

た
。

表
二

－

四
五
は
当
時
の

『
神
奈
川
県
統
計
書
』
に

見
え
る
製
造
所
を
列
挙

し
た
も
の

で

あ
る
が
、

ほ
ぼ
一

〇
人
－
二

〇
人
の

職
人
を
抱
え
、

マ

ニ

ュ

フ

ァ

ク
チ
ュ

ア

経
営
と
し
て

成
熟
期
を
迎
え
つ

つ

あ
っ

た
こ

と
を
物
語
っ

て

い

る
。
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四
　
醸

造

業

醸

造

高

の

推

移

明
治
前
期
の

酒
類
の

醸
造
高
は
、

全
国
的
に
下
降
線
を
た
ど
っ

た
が
、

神
奈
川
県
で

も
同
様
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

醤
油
の

醸
造
高
は

全
国
的
に
か
な
り
増
加
し
た
が
、

神
奈
川
県
は
ほ
ぼ
横
ば
い

状
態
で

あ
っ

た
。

全
国
の

醤
油
醸
造
高
が
増
伸
し
た
の

は
、

都
市
人

口

の

増
加
と
自
給
的
醸
造
の

減
少
に
よ
る
も
の

と
お
も
わ
れ
る
。

他
方
酒
類
は
、

紙
幣
整
理
期
（
一

八
八
一

－
八
五
年
）
の

不
況
と
増
税（
地
方
税
・

酒

造
税
な
ど

）の
影
響
を
も
っ

と
も
強
く
受
け
た
も
の

と
考
え
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

神
奈
川
県
の

醤
油
醸
造
高
が
伸
び
な
や
ん
だ
の

は
、

お
そ
ら
く
野

田
・

銚
子
な
ど
、

利
根
川
・

江
戸
川
流
域
の

製
品
の

進
出
に

よ
る
も
の

と
お
も
わ
れ
る
。

と
こ

ろ
で

『
日

本
帝
国
統
計
年
鑑
』
や
『
神
奈
川
県
統
計
書
』
に

よ
れ
ば
（
表
二
－

四
六
－
二
－

四
八

）、
こ

の

時
期
の

神
奈
川
県
の

醸
造
高
は
、

酒
類
の

場
合
、

全
国
平
均
よ
り
は
る
か
に

低
く
、

醤
油
の

場
合
は
か
な
り
高
か
っ

た
。

こ

れ
は
本
県
の

農
業
が
、

も
と
も
と
麦
・

大
豆
・

雑
穀
な
ど

の

畑
作
を
基
調
と
し
、

米
の

生
産
量
に

お
い

て

全
国
水
準
を
は
る
か
に
下
回
っ

た
こ

と
と
軌
を
一

に

す
る
も
の

で

あ
り
、

い

わ
ば
関
東
農
村
の

共
通

の

属
性
で

あ
っ

た
。

要
す
る
に

明
治
前
期
の

本
県
は
、

酒
生
産
県
と
い

う
よ
り
、

む
し
ろ
醤
油
生
産
県
に
属
し
た
と
い
っ

て
さ
し
つ

か
え
な
い

の

で

あ
る
。

県

内

の

産

地

し
か
し
、

こ

の

よ
う
な
全
県
的
な
特
徴
は
、

郡
別
に

は
か
な
り
の

偏
差
を
も
っ

て

あ
ら
わ
れ
る
。

表
二
－

四
九
は
一

八
八
七
年
現

在
の

醸
造
高
を
郡
別
に

表
示
し
た
も
の

で

あ
る
が
、

こ

れ
に

よ
れ
ば
人
口
一

人
当
た
り
の

醸
造
高
は
、

酒
類
の

場
合
県
北
お
よ
び

県
西
部
の

津
久
井
・

愛
甲
・

高
座
・

足
柄
上
・

足
柄
下
・

淘
綾
の

諸
郡
が
高
く
、

醤
油
の

場
合
は
橘
樹
・

足
柄
下
の

東
西
両
郡
と
、

北
部
の

津
久
井
・

愛
甲
両
郡
が
高
く
な
っ

て
い

る
。

こ

の

よ
う
な
地
域
的
分
化
を
も
た
ら
し
た
背
景
に
は
、

い

ろ
い

ろ
な
要
因
が
あ
っ

た
も
の

と
お
も
わ
れ
る
が
、

ひ
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表2－46　酒類醸造高の推移

注　『日本帝国統計年鑑』および『神奈川県統計書』により作成。表中の神奈川県には多摩郡

がふくまれている。

醸造高には自家用料醸造高がふくまれていない。業者数のうち1882年度は醸造場の数であ

る。

表2－47　醤油醸造高の推移

表2－48　1887年度酒類・醤油醸造高比較

注　『日本帝国統計年鑑』および『神奈川県統計書』により作成。ただし表中の神奈川県には

多摩郡がふくまれていない。

酒類の生産高には自家用料醸造高がふくまれている。
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と
つ

の

共
通
の

要
因
と
し
て
、

水
の

問
題
を
指
摘
で

き
る
よ
う
に

お
も
わ
れ
る
。

い

う
ま
で

も
な
く
丹
沢
山
塊
や
多
摩
丘
陵
の

辺
縁
部
は
、

良
質
で

豊
か
な
水
資
源
に
恵

ま
れ
た
地
域
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

多
摩
川
・

相
模
川
・

酒
匂
川
な
ど
の

河
川
も
、

酒
・

醤
油
な
ど
の

輸
送
に

好
都
合
だ
っ

た
と
考
え
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

北
総
地
方
の

醸

造
業
が
、

利
根
川
・

江
戸
川
な
ど
の

水
運
と
密
接
な
関
係
に

あ
っ

た
こ

と
は
、

よ
く

知
ら
れ
て
い

る
通
り
で

あ
る
。

い

ず
れ
に

し
て

も
良
質
な
醸
造
用
水
と

水
運

の

便

が
、

こ

の

場
合
欠
く
こ

と
の

で

き
な
い

も
の

だ
っ

た
と
考
え
る
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
る
。

な
お
『
資
料
編
』17

近
代
・

現
代
（

7

）
に

は
、

当
時
の

県
内
醸
造
業
関
係
の

個

別
資
料
が
収
載
さ
れ
て

い

る
が
、

そ
れ
に

よ
れ
ば
一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
の

淘
綾
郡

の

酒
造
は
す
べ

て

濁
酒
で
、

六
名
の

酒
造
人
の

免
許
高
も
一

率
五

石
と
い

う
零
細
な

も
の

で

あ
っ

た
（
資
料
番
号
八
七

）。

こ

れ
に
比
べ

る
と

北
部
の

酒
造
業
は
か
な
り
大

き
く
、

愛
甲
郡
田
代
村
大
矢
源
吉
家
の
一

八
七
九
年
度
造
石
高
は
清
酒
二

三

四
石
、

表2－49　1887年度県内各郡酒・醤油醸造高

注　単位は石。　『神奈川県統計書』により作成。

表2－50　上田家醤油

販売高

注　「醤油仕籠簿」により
作成
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焼
酎
七
石
八
斗
余
に
の

ぼ
っ

た
（
資
料
番
号
九
一

－
九
二

）。

ま
た
、

や
や
時
期
が
さ
が
る
が
、

津
久
井
郡
の

「
明
治
二

十
一

年
度
　
所
得
金
高
調
書
」
（
前
掲
梶
野
家
文
書
）
に

よ
れ
ば
、

根
小
屋
村
久
保
田
喜
右
衛

門
家
の

同
年
の

造
石
高
は
、

約
三

九
五

石
（
免
許
税
三

〇
円
、

酒
造
税
一

石
四
円
、

計
一

六
一

〇
円
二

八
銭

三
厘

）
に
の

ぼ
っ

て

い

る
。

な
お
、

明
治
十
六
年
十
二

月
布
告
第
六
一

号
に

よ
っ

て

酒
造
税
則
が
改
正

さ
れ
、

造
石
税
が
一

石
二

円
か
ら
四
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、

新
規
開
業
者
に
つ

い

て

は
造
石
最

低
限
が
定
め
ら
れ
た
の

で
（
清
酒
一

〇
〇
石
以
上
、

濁
酒
一

〇
石
以
上
な
ど

）、

以
後
業
者
数
と

り
わ

け

零

細
業
者
の

数
が
急
減
す
る
こ

と
に
な
っ

た
（
表
二
－

四
六
）。

し
か
し
、

そ
れ
ま
で

は

淘
綾
郡
に

見
ら
れ

た
よ
う
な
零
細
業
者
が
、

中
小
業
者
の

周
辺
に
広
く
存
在
し
た
と
考
え
る
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
る
。

他
方
、

醤
油
醸
造
業
は
、

前
述
の

よ
う
に

橘
樹
・

津
久
井
・

愛
甲
・

足
柄
下
郡
が
主
産
地
で

あ
っ

た

が
、

と
く
に

橘
樹
郡
は
多
摩
川
の

水
運
に

恵
ま
れ
、

明
治
十
年
代
に
は
、

年
間
七
〇
〇
石
以
上
の

製
品

を
販
売
す
る
か
な
り
大
き
な
業
者
も
現
わ
れ
た
。

い

ま
そ
の

う
ち
上
田（
忠
一

郎
）
家
の

販
売
高
を
紹
介

す
れ
ば
、

表
二

－

五

〇
の

通
り
で

あ
り
、

一

八
七
四
年
以
後
の
一

〇
年
間
は
、

八
一

年
を
除
い

て

毎
年

七
〇
〇
石
前
後
の

販
売
実
績
を
あ
げ
た
。

し
か
し
、

紙
幣
整
理
の

原
資
捻
出
の

た
め
、

醤
油
税
が
設
け

ら
れ
た
八
五

年
以
降
急
速
に

減
少
し
、

九
〇
年
は
一

〇
〇
石
を
割
る
こ

と
に
な
っ

た
の

で

あ
る
。

そ
の

理
由
は
つ

ま
び
ら
か
で

は
な
い

が
、

前
述
の

よ
う
に
、

こ

の

こ

ろ
か
ら
急
増
し
は
じ
め
た
北
総
地
方
の

製
品
の

圧
迫
に
よ
る
も
の

で

は
な
い

か
と
お
も
わ
れ
る
。

本
県
全
体
の

醸
造
高
が
一

八
九
〇
年
以
降
急

減
し
は
じ
め
た
の

も
、

同
様
の

理
由
に

よ
る
も
の

と
お
も
わ
れ
る
の

で

あ
る
。

上田家の「第三号醤油仕籠簿」（1874－1892） 上田安左衛門氏蔵
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表2－51　各業種別企業概要
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五
　
雑

工

業

横

浜

周

辺

の

加

工

業

海
外
貿
易
と
横
浜
の

発
展
に

と
も
な
っ

て
、

内
陸
各
地
で

製
糸
業
や
煙
草
製
造
業
な
ど
の

工

業
化
が
進
み
は
じ
め
た
こ

ろ
、

横
浜
周
辺
で

は
居
留
外
国
人

や
海
外
貿
易
に

関
連
し
た
各
地
の

雑
工

業
が
勃
興
し
た
。

そ
の

業
種
は
印
刷
・

製
靴
・

マ

ッ

チ
・

石
け
ん
・

ビ

ー
ル

・

ポ
ン

プ

と
い
っ

た
新
来
の

も
の

か
ら
、

精
米
・

製
粉
・

茶
箱
製
造
・

七

宝
・

花
火
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、

そ

の

企
業
内
容
を
伝
え
る
よ
う
な
資
料
は
、

こ

れ
ま
で

ほ
と
ん
ど

発
見
す
る
こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
。

よ
っ

て
こ

こ

で

は
、

さ
し

あ
た
り
『
神
奈
川
県
統
計
書
』
に

記
載
さ
れ
た
企
業
名
と
企
業

概
要
を
列
記
し
、

後
考
を
ま
ち
た
い

と
お
も
う
（
表
二
－

五
一

）。

典
拠
と
な
っ

た

統

計
書
は
、

『
明
治
十
四
年
神
奈
川
県
統
計

表
』
と
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
か
ら
一

八
九
三

年
ま

で

の

『
神
奈
川
県
統
計
書
』
で

あ
る
。
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第
三
節
　
近
代
工
業
の

形
成

一

　
幕
末
期
の

工

業

黒
船
来
航
と

浦
賀
造
船
所

嘉
永
六
年
（
一

八
五
三

）
六
月
三

日
、

ア

メ
リ
カ
東
イ
ン

ド

艦
隊
司
令
長
官
ペ

リ
ー
は
、

四
隻
の

軍
艦
を
率
い
、

突
如
浦
賀
へ

来

航
し
開
国
を
要
求
し
た
。

蒸
気
船
二

隻
、

帆
船
二

隻
よ
り
編
成
さ
れ
た
艦
隊
は
、

い

ず
れ
も
真
黒
に

塗
装
さ
れ
た
黒
船
で

あ
り
、

欧
米
の

近
代
産
業
技
術
を
象
徴
す
る

浮
か
ぶ

城
で

あ
っ

た
。

こ

の

黒
船
出
現
以
来
、

日
本
は
政
治
経
済
に
と
ど
ま
ら
ず
、

産
業
技
術
の

上
に

も
大
き

な
影
響
を
う
け
、

新
た
な
激
動
の

時
代
へ

は
い
っ

た
の

で

あ
る
。

黒
船
の

威
力
に

接
し
た
日

本
国
内
で

は
、

海
防
論
議
が
沸
騰
し
、

軍
艦
建
造
に
よ
っ

て

国
防
を
果
た
そ
う
と
す
る
建
議
が
次
々

に

行
わ
れ
、

幕
府

は
同
年
九
月
十
五
日
に
至
り
、

二

〇
〇
余
年
来
施
行
し
て

き
た
大
船
建
造
禁
止
令
を
解
除
し
た
。

泰
平
の

夢
を
貧
っ

て

い

た
日

本
で

は
、

近
代
的
な

軍
備
も
必
要
な
か
っ

た
し
、

事
実
な
ん
の

施
設
も
な
か
っ

た
。

幕
府
諸
藩
と
も
一

隻
の

軍
艦
も
持
っ

て
い

な
か
っ

た
が
、

こ

の

と
き
以
来
国
防
科
学

意
識
が
芽
ば
え
、

黒
船
を
国
産
化
す
る
動
き
か
ら
、

近
代
西
洋
産
業
技
術
を
移
植
す
る
過
程
が
始
ま
っ

た
。

幕
府
は
、

み
ず
か
ら
同
年
十
一

月
に

早
く
も
浦
賀
に

造
船
所
を
設
け
、

翌
年
五
月
に
は
鳳
凰
丸
を
建
造
し
た
。

こ

の

地
を
選
ん
だ
の

は
、

浦
賀
が

江
戸
湾
の

入
口

に
あ
る
の

で
、

黒
船
が
渡
来
す
れ
ば
接
触
す
る
機
会
が
多
く
、

そ
れ
に

似
せ
た
船
を
造
る
の

に

好

都
合
と
お
も
わ
れ
た
か
ら
で

あ

る
。

設
備
は
簡
単
な
も
の

で
、

海
に

そ
そ

ぐ
谷
川
を
利
用
し
、

渠
溝
を

掘

り
、

そ
の

溝
口

を
粘
土
で

ふ
さ
ぎ
手
動
ポ
ン

プ
で

排
水
し
乾
船
渠
と
し

た
。

完
成
し
た
船
は
、

船
首
が
鳳
凰
の

像
で

飾
ら
れ
、

船
長
一

〇
七
㌳（
一

㌳
は
三

〇
・

四
八
㌢
）、

幅
三
五

㌳
、

深
さ
一

五

㌳
で

か
な
り
大
き
い
。

船
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体
構
造
を
肋
骨
と
外
板
・

内
板
張
と
で

構
成
し
、

下
半
部
を
銅
板
で

包
む
と
い

う
本
格
的
洋
式
構
造
を
採
用
し
て
い

る
。

そ
の

他
帆
装
・

諸
道
具
・

備
砲
な
ど
の

艤
装
も
さ
れ
、

い

か
り
や
ろ
く
ろ
も
洋
式
と
和
式
と
を
併
用
す
る
な
ど
、

黒
船
を
直
接
見
聞
で

き
る
地
の

利
を

随

所
に

生
か
し
て
い

た
。

し
か
し
、

見
様
見
真
似
で

造
っ

た
の

で
、

実
際
に

走
ら
せ
る
と
、

順
風
の

さ
い

は
帆
走
が
で

き
た
が
、

風
雨
に

あ
え
ば
潮
の

流
れ
の

ま
ま
漂
流

す
る
始
末
で
、

実
用
的
と
は
い

え
な
か
っ

た
。

浦
賀
造
船
所
に

お
い

て
の

建
造
は
、

こ

の
一

隻
の

み
に

と
ど
ま
り
、

そ
の

の

ち
は
修
理
所
に

使
用
さ

れ
、

遣
米
使
節
団
を
乗
せ
太
平
洋
を
横
断
す
る
こ

と
に

な
る

咸
臨
丸
を
修
理
し
た
の

は
そ
の
一

例
で

あ
る
が
、

大
造
船
所
に

発
展
せ
ず
に

終
わ
っ

た
。

石
川
島
造
船

所
の

設

立

水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
は
、

か
ね
て

か
ら
海
防
の

重
要
性
を
熱
心
に

説
き
、

蘭
学
者
か
ら
砲
術
や
軍
艦
建
造
法
の

知
識
を
学
ぶ

と
、

船
大
工
に

小
型
の

洋
式
帆
船
や
そ
の

雛
形
を
造
ら
せ
、

隅
田
川
に

浮
か
べ
、

世
人
の

啓
蒙
に

努
め
た
。

斉
昭
の

警
告
ど
お

り
、

ペ

リ
ー
の

来
航
が
現
実
と
な
っ

て

国
産
に
よ
る
大
船
建
造
が
必
要
と
な
る
と
、

老
中
阿
部
正
弘
は
徳
川
斉
昭
に

洋
式
船
建
造
を
依
頼
し
、

費
用
は
幕
府

負
担
で

造
船
所
を
設
立
さ
せ
た
。

嘉
永
六
年
（
一

八
五
三

）
十
二

月
、

水
戸
藩
は
隅
田
川
の

河
口

に

立
地
し
水
上
交
通
の

便
利
な
石
川
島
の

地
を
造
船
所
敷
地
に

決
め
、

翌
嘉
永
七

年
一

月
か
ら
木
造
帆
船
の
バ

ー
ク
型
軍
艦
旭
日

丸
の

建
造
に

着
手
し
た
。

蘭
学
者
鱸
半
兵
衛
を
建
造
主
任
に

し
て

蘭
書
を
た
よ
り
に
し
た
が
、

鱸
が

モ

デ
ル

に

し
た
大
船
は
一

九
世
紀
中
葉
の

も
の

で

は
な
く
、

一

七
世
紀
初
め
の

東
イ
ン

ド

会
社
の

船
型
で

あ
っ

た
。

建
造
に

は
苦
心
し
、

費
用
も
予

想
以
上
に

か
か
り
、

幕
府
の

勘
定
所
は
中
止
を
具
申
す
る
ほ
ど
で

あ
っ

た
。

阿
部
正
弘
の

強
い

支
援
で

建
造
は
な
ん
と
か
続
行
さ
れ
た
が
、

途
中
し

ば
し
ば
中
断
し
、

オ
ラ
ン

ダ
人
技
術
者
の

助
言
を
仰
い

だ
り
し
て
、

安
政
三

年
（
一

八
五
六
）
五

月
に
二

年
が
か
り
で

完
成
し
た
。

旭
日

丸
は
長
さ

七
九
㌳
、

幅
三
二

㌳
、

深
さ
二

四
㌳
、

約
六
〇
〇
ト
ン

余
の

大
船
で

船
体
は
堅
牢
で
は
あ
っ

た
が
、

復
原
力
の

計
算
に

失
敗
し
た
た
め
、

風
波
の

あ

る
海
上
を
航
行
す
る
こ

と
が
で

き
ず
、

船
首
の

吃
水
が
船
尾
よ
り
深
く
操
縦
が
容
易
で

は
な
く
、

よ
う
や
く
静
水
に

浮
か
ん
だ
の

で

あ
る
。

世
人
は

旭
日

丸
と
呼
ば
ず
に
、

厄
介
丸
と
罵
称
し
た
。

鎖
国
時
代
の

二

世
紀
余
の

長
い

空
白
期
間
が
あ
っ

て
、

造
船
技
術
を
知
ら
ず
、

目
分
量
で
は
か
っ

て
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外
型
だ
け
を
模
倣
し
た
の

で

あ
る
か
ら
、

止
む
を
得
な
か
っ

た
と
い

え
よ
う
（
石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
編
『
石
川
島
重
工

業
株
式
会
社
一

〇
八
年
史
』）。

佐

賀
藩
と

薩

摩

藩

佐
賀
藩
は
、

長
崎
に
近
く
、

英
明
な
藩
主
鍋
島
閑
叟
の

も
と
で

西
欧
文
化
の

吸
収
に

熱
心
で

あ
り
、

全
国
に

さ
き
が
け
て

嘉
永
三

年

（
一

八
五

〇
）
十
月
に

蘭
書
を
も
と
に

し
て
、

洋
式
砲
鋳
工
場
を
設
立
、

反
射
炉
を
築
造
し
、

自
前
で

大
砲
鋳
造
が
で

き
る
ま
で

に

な
っ

て
い

た
。

大
船
建
造
禁
止
令
の

解
禁
と
と
も
に

小
蒸
気
船
や

軍
艦
の

輸
入
を
オ
ラ

ン

ダ
人
に

依
頼
し
、

さ
ら
に

鍋
島
十
左
衛
門
ら
に

命
じ
蒸
気

船
建
造
の

た
め
三

重
津
付
近
に

造
船
所
を
設
置
し
よ
う
と
し
た
。

安
政
三

年
（
一

八
五
六

）
に

は
蒸
気
船
用
機
械
を
オ
ラ

ン

ダ
へ

発
注
し
、

そ
の

到

着
と
と
も
に

造
船
を
行
う
予
定
で

あ
っ

た
。

オ
ラ
ン

ダ
人
か
ら
造
船
所
の

設
置
や
職
工
の

養
成
な
ど
に
つ

い

て

教
示
を
受
け
て

準
備
を
し
た
が
、

い

よ
い

よ
実
施
の

と
き
、

三

万
両
の

予
定
資
金
で

は
間
に

合
わ
ず
、

工
場
建
設
や
運
営
に

は
一

二

万
両
と
い

う
ぼ
う
大
な
資
金
を
要
す
る
こ

と
が
わ
か

っ

た
。

当
時
の

藩
財
政
で

は
捻
出
で

き
な
い

た
め
、

入
荷
し
た
オ

ラ
ン

ダ
製
の

機
械
類
を
も
て

あ
ま
し
た
末
、

幕
府
へ

献
上
し
て

し
ま
っ

た
。

幕
府

は
の

ち
に
こ

れ
ら
の

機
械
を
横
浜
・

横
須
賀
両
製
鉄
所
へ

転
用
す
る
の

で

あ
る
。

以
後
佐
賀
藩
は
造
船
よ
り
造
機
へ

と
関
心
を
向
け
た
が
、

そ
れ
で

も
慶
応
元
年
（
一

八
六
五

）
木
造
外
輪
汽
船
凌
風
丸
を
三

重
津
で

建
造
し
、

先
進
藩
の

面
目
を
示
し
て

い

る
（
秀
島
成
忠
『
佐
賀
藩
海
軍
史
』）。

薩
摩
藩
は
洋
式
海
軍
の

創
設
に

も
っ

と
も
意
欲
的
で

あ
り
、

琉
球
防
衛
と
い

う
名
目
で

黒
船
来
航
の
一

か

月
前
に

は
、

阿
部
正
弘
の

了
解
を
得

て
、

解
禁
令
以
前
に
、

桜
島
で

武
装
帆
船
（
琉
砲
船
）
の

建
造
を
始
め
て
い

た
。

日
本
で
は
黒
船
来
航
の

と
き
に

は
た
だ
こ

の
一

隻
の

大
型
帆
船
が

つ

く
り
か
け
ら
れ
て
い

た
の

で

あ
り
、

す
ぐ
に

洋
式
船
に

模
様
替
え
さ
れ
、

翌
年
三

月
完
成
し
、

以
呂
波
丸
と
名
づ

け
た
。

島
津
斉
彬
は
嘉
永
六
年
十
一

月
、

洋
式
帆
船
一

二

隻
、

蒸
気
船
三

隻
か
ら
成
る

艦
隊
の

建
造
を
企
て
、

幕
府
の

許
可
を
得
て
翌
年
七
月
桜
島
で

四

隻
を
同
時
に

起
工
し
、

安
政
二

年
春
に
は
完
成
し
た
。

ま
た
、

以
呂
波
丸
よ
り
一

か
月
遅
れ
て

進
水
し
た
昌
平
丸
は
幕
府
へ

献
納
さ
れ
、

鹿
児
島
か
ら

江
戸
へ

無
事
回
送
さ
れ
た
。

長
さ
九
〇
㌳
、

幅
二

四
㌳
、

深
さ
一

八
㌳
、

一

六
門
の

大
砲
を
装
備
し
た
三

本
マ

ス

ト
の
バ

ー
ク
型
帆
船
で

あ
り
、

回

送
後
、

藩
主
の

斉
彬
と
老
中
阿
部
正
弘
が
試
乗
し
、

江
戸
の

話
題
と
な
っ

た
。

こ

の

よ
う
に

帆
船
は
実
用
に

な
る
も
の

を
造
る
こ

と
は
で

き
た
が
、
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蒸
気
船
を
造
る
こ

と
は
不
可
能
に

近
か
っ

た
。

舶
用
機
関
に
つ

い

て
の

知
識
は
な
に

も
な
い

し
、

そ
れ
ら
を
製
造
す
る
機
械
類
も
な
く
、

翻
訳
さ
れ

た
蘭
書
を
手
が
か
り
に

舶
用
機
関
を
造
ろ
う
と
し
て

も
、

ネ
ジ

類
や
ボ
ル

ト

を
製
作
し
た
り
金
属
板
に

穴
を
あ
け
る
こ

と
に

難
渋
し
、

仕
事
は
容
易

に

進
ま
な
か
っ

た
。

嘉
永
七
年
夏
、

長
崎
に

入
港
し
た
オ
ラ
ン

ダ
軍
艦
ス

ー
ム

ビ

ン

グ
号
（
翌
年
幕
府
に

献
納
さ
れ
観
光
丸
と
改
称
）
に
、

薩
摩
藩
の

集

成
館
で

蒸
気
船
建
造
を
担
当
し
て
い

た
市
来
四
郎
や

蒸
気
工
の

阪
元
与
市
ら
が
実
地
見
学
に

乗
り
組
み
、

エ

ン

ジ
ン

や
そ
の

図
面
を
見
て

蒸
気
軍
艦

全
体
の

構
造
な
ど
を
学
ん
だ
と
き
、

蒸
気
船
を
自
力
で

建
造
す
る
こ

と
が
不
可
能
で

あ
る
こ

と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
。

結
局
、

蒸
気
艦
の

建
造
を
思

い

切
り
よ
く
断
念
し
て
、

薩
摩
藩
は
オ

ラ
ン

ダ
な
ど
か
ら
買
い

入
れ
る
方
針
へ

と
転
換
し
て
し
ま
っ

た
の

で
、

薩
摩
藩
の

帆
船
軍
艦
は
、

昇

平
丸

（
昌
平
丸
の

旧
称
）
を
加
え
て
も
五

隻
で

終
わ
っ

た
（
公
爵
島
津
家
編
集
所
『
薩
藩
海
軍
史
』
上
）。

戸

田

の

君

沢

形

建

造

鎖
国
時
代
を
通
じ
て
日

本
古
来
の

大
和
船
の

建
造
技
術
の

蓄
積
が
あ
る
程
度
み
ら
れ
た
に

せ
よ
、

和
船
と
は
造
船
技
術
の

系
譜
を

異
に

す
る
洋
式
造
船
業
を
習
得
す
る
こ

と
は
難
し
か
っ

た
。

邦
人
が
黒
船
を
実
際
に

見
聞
し
た
り
、

オ
ラ
ン

ダ
の

造
船
書
を
翻
訳

し
て
そ
の

図
面
を
モ

デ
ル

に

洋
式
艦
船
を
造
り
あ
げ
て

も
、

外
観
だ
け
の

模
倣
に

終
わ
り
大
き
な
限
界
が
あ
っ

た
。

そ
の

よ
う
な
折
、

先
進
国
の

技

術
に

偶
然
接
触
し
、

習
得
す
る
機
会
が
訪
れ
た
。

こ

れ
が
伊
豆
国
戸
田
村
に
お
け
る

君
沢
形
の

建
造
で

あ
っ

た
。

ペ

リ
ー
来
航
の

翌
月
、

長
崎
へ

来
航
し
て
通
商
を
迫
っ

た
ロ

シ

ア

使
節
プ
チ
ャ

ー
チ
ン

中
将
は
、

翌
嘉
永
七
年
十
月
伊
豆
の

下
田
へ

入
港
し
再
交
渉

を
求
め
た
。

た
ま
た
ま
十
一

月
四
日
、

大
地
震
が
伊
豆
一

帯
を
襲
い
、

津
波
が
プ
チ
ャ

ー
チ
ン

座
乗
の

新
鋭
艦
デ
ィ

ア

ナ

号
を
大
破
し
た
。

デ
ィ

ア

ナ
号
は
修
理
予
定
地
の

君
沢
郡
戸
田
村
へ

回
航
の

途
中
沈
没
し
た
た
め
、

プ
チ
ャ

ー
チ
ン

は
乗
員
帰
国
用
に

二

隻
の

艦
艇
を
同
地
で

建
造
す
る
こ

と

に

決
め
た
。

幕
府
は
こ

れ
に

協
力
し
必
要
な
労
力
と
資
材
を
提
供
し
、

船
大
工
や
木
工
・

鍛
冶
工
な
ど
を
派
遣
し
て
ロ

シ

ア

人
指
揮
の

も
と
に

西
洋

型
帆
船
建
造
に

従
事
さ
せ
た
の

で
、

初
め
て

洋
式
造
船
技
術
の

実
地
習
得
の

好
機
を
得
た
の

で

あ
る
。

韮
山
代
官
江
川
英
龍
が
造
船
掛
り
に
任
命
さ
れ
、

プ
チ
ャ

ー
チ
ン

み
ず
か
ら
新
船
の

図
面
を
引
き
設
計
を
行
い
、

十
二

月
中
旬
に

建
造

に

着
手
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し
、

翌
年
二

月
下
旬
進
水
、

三

月
中
旬
に

は
完
成
し
た
。

プ
チ
ャ

ー
チ
ン

ら
は
、

三

月
十
八
日

新
船
に

乗
り
、

戸
田
を
出
帆
し
帰
国
し
た
。

こ

の

船

は
、

建
造
地
に

ち
な
ん
で

戸
田
号
（
ロ

シ

ア

側
は
シ

コ

ナ
号
と
唱
え
た

）
と
命
名
さ
れ
た
。

同
船
は
、

全
長
二

三

㍍
、

最
大
八
㍍
幅
、

三

本
マ

ス

ト
五

〇
人
乗
り
の

わ
が
国
最
初
の

ス

ク
ー
ナ
ー

帆
船
で

あ
り
、

沈
没
し
た
デ
ィ

ア

ナ
号
の

備
砲
八
門
を
引
き
揚
げ
搭
載
し
た
。

幕
府
は
こ

の
ス

ク
ー
ナ
ー
船
の

優
秀
性
を
認
め
、

ロ

シ

ア

人
か
ら
伝
習
を
受
け
た
職
人
を
そ
の

ま
ま
使
用
し
て

同
型
船
一

〇
隻
を
建
造
す
る
こ

と

に

し
、

六
隻
を
戸
田
で
、

残
り
四
隻
を
江
戸
の

石
川
島
で
工

事
を
す
す
め
た
。

戸
田
の

建
造
船
は
安
政
二

年
十
一

月
完
成
し
、

そ
の

職
人
を
招
い

て

石
川
島
で

安
政
四
年
五

月
に

同
型
船
を
建
造
で

き
た
。

幕
府
は
建
造
地
戸
田
村
の

属
す
る
郡
名
を

と
っ

て
、

こ

の
一

〇
隻
を
君
沢
形
と
称
し
、

何
番
船
で

区
別
し
た
。

幕
府
は
、

君
沢
形
を
諸
藩
に

貸
与
し
、

洋
式
船
の

模
範
を
示
す
と
と
も
に
、

幕
府
の

練
習
船
と
し
て

長
く
使
用
し
た
。

戸
田
号
の

新
造
に

と
も
な
い
、

ロ

シ

ア

人
か
ら
西
欧
造
船
技
術
の

初
歩
か
ら
習
い
、

船
台
の

作

り
方
か
ら
始
ま
り
、

龍
骨
・

肋
骨
を
建
て
る
方
法
、

蒸
し
焼
き
法
や
瀝
青
の

製
法
な
ど
、

書
籍
を

通
じ
て

の

み
で
は
理
解
で

き
な
い

技
術
を
学
ぶ
こ

と

が

で

き
た
。

ま
た
船
大
工

な
ど
の

う
ち
か

ら
、

横
須
賀
造
船
所
創
業
時
の

工

長
上
田
寅
吉
・

緒
明
造
船
所
創
立
者
の

緒
明
菊
三

郎
・

大
阪
難

波
に

造
船
所
を
興
し
た
佐
山
芳
太
郎
な
ど
が
輩
出
し
、

西
欧
技
術
移
植
の

に
な
い

手
に

な
っ

た
。

こ

の

よ
う
に
ペ

リ
ー
の

黒
船
で

蒸
気
船
を
知
っ

た
日

本
人
は
、

プ
チ
ャ

ー
チ
ン

か
ら
ス

ク
ー
ナ
ー

帆
船
を
教
わ
っ

た
の

で

あ
る
（
寺
谷
武
明
『
日

本
近
代
造
船
史
序
説
』）。

長

崎

製
鉄

所

の

開

設

戸
田
の

造
船
が
、

先
進
技
術
習
得
の

第
一

の

機
会
と
す
る
な
ら
、

幕
府
に

よ
る

長
崎
海
軍
伝
習
所
の

設
立
と
そ
れ
に
つ

づ

く
長
崎
製
鉄
所
は
、

第
二

の

接
触
の

戸田号の模型 戸田村立造船郷土資料博物館蔵
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機
会
で
あ
っ

た
。

幕
府
が
公
式
に

外
人
技
術
者
を
招
聘
し
て

西
欧
工

業
技
術
を
習
得
す
る
道
で

あ
り
、

オ
ラ
ン

ダ
技
術
に
全
面
的
に

依
存
し
、

体
系

的
に

導
入
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
を
当
初
か
ら
見
せ
て
い

た
。

幕
府
は
内
外
情
勢
の

緊
迫
に

そ
な
え
て
、

オ
ラ
ン

ダ
に

頼
っ

て

海
軍
を
創
立
し
よ
う
と
し
、

軍
艦
の

購
入
を
申
し
入
れ
た
が
、

当
時
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

で
は
ク
リ
ミ

ヤ

戦
争
が
勃
発
し
、

オ
ラ
ン

ダ
は
中
立
政
策
を
と
っ

て
い

た
の

で

応
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。

し
か
し
、

オ
ラ
ン

ダ
は
日

本
に

お
け
る

勢
力

を
維
持
す
る
た
め
に

は
幕
府
の

歓
心
を
買
う
必
要
が
あ
り
、

代
案
と
し
て

中
古
蒸
気
船
で

あ
る

前
述
の
ス

ー
ム

ビ

ン

グ
号
を
ジ
ャ

ワ

か
ら
派
遣
し
、

幕
府
へ

献
呈
し
た
。

安
政
二

年
（
一

八
五
五

）
六
月
、

砲
六
門
を
積
み
一

五
〇
馬
力
を
も
つ

同
船
は
長
崎
へ

再
び
来
着
し
、

観
光
丸
と
改
め
、

幕
府

海
軍
最
初
の

軍
艦
と
な
っ

た
。

ま
た
、

東
イ
ン

ド

艦
隊
所
属
の

軍
人
か
ら
選
ば
れ
た
海
軍
教
師
団
が
同
乗
し
来
日

し
た
の

で
、

幕
府
は
勝
麟
太
郎
（
海

舟

）
ら
幕
臣
三

六
名
を
長
崎
へ

向
か
わ
せ
、

海
軍
の

伝
習
を
命
じ
た
。

伝
習
の

総
責
任
者
は
永
井
尚
志
で

あ
り
、

同
年
十
一

月
末
か
ら
佐
賀
藩
・

薩

摩
藩
な
ど
の

藩
士
も
参
加
を
許
さ
れ
、

本
格
的
な
海
軍
の

訓
練
が
始
ま
っ

た
。

長
崎
海
軍
伝
習
所
の

誕
生
で

あ
る
。

航
海
術
と
な
ら
ん
で

造
船
術
・

砲
術
・

機
関
学
な
ど
が
、

オ
ラ
ン

ダ
の

す
ぐ
れ
た
海
軍
教
官
に

よ
り
組
織
的
に

教
育
さ
れ
、

し
か
も
練
習
艦
に

観
光
丸
を
使
用
し
た
実
際
教
育
で

あ

っ

た
。

こ

の

よ
う
に

先
進
技
術
を
恒
常
的
に

摂
取
す
る
機
関
が
開
設
さ
れ
た
意
義
は
大
き
く
、

海
軍
伝
習
を
通
じ
て

榎
本
武
揚
・

勝
海
舟
・

中
牟
田

倉
之
助
ら
の

有
為
な
人
材
が
育
っ

て
い
っ

た
の

で

あ
る
（
勝
海
舟
『
海
軍
歴
史
』）。

海
軍
伝
習
の

た
め
、

軍
艦
の

操
練
実
技
を
受
け
れ
ば
、

破
損
や
故
障
が
お
こ

る
し
、

幕
府
や

諸
藩
が
長
崎
を
通
じ
て

艦
船
を
輸
入
す
る
よ
う
に

な

る
と
、

こ

れ
ら
の

艦
船
修
理
用
の
工

場
が
必
要
に

な
っ

て

き
た
。

幕
府
は
そ
の

工

場
建
設
を
オ
ラ
ン

ダ
に

依
頼
し
た
の

で
、

技
師
の

機
関
将
校
ハ

ル

デ
ス

ら
は
、

教
育
班
長
カ
ッ

テ
ン

デ
ー
キ
と
と
も
に

安
政
四
年
来
日

し
、

長
崎
稲
佐
郷
飽
浦
を
選
定
し
、

着
工
後
五

年
が
か
り
で

文
久
元
年
（
一

八

六
一

）
完
成
し
た
の

が
長
崎
製
鉄
所
で

あ
る
。

鍛
冶
場
・

工

作
場
・

鋳
物
工

場
を
中
心
と
し
、

オ
ラ
ン

ダ
製
の
ス

チ
ー
ム

ハ

ン

マ

ー
や
各
種
旋
盤
を

備
え
、

蒸
気
機
関
で

動
く
近
代
工

場
で

あ
っ

た
。

日

本
の

近
代
的
重
工

業
の

初
め
で

あ
る
。

こ

の

修
造
所
は
、

わ
が
国
最
初
の

蒸
気
船
瓊
浦
形
（
長

©神奈川県立公文書館



さ
八
九
㌳
、

幅
一

八
㌳
）
を
建
造
し
た
が
、

当
初
の

目
的
は
海
軍
の

訓
練
艦
艇
の

修
理
や
蒸
気
機
関
の

修
繕
で

あ
り
、

海
軍
伝
習
を
兼
ね
て
い

た
の

で

あ
る
。

幕
府
は
修
理
工

場
に

あ
き
た
ら
ず
、

軍
艦
の

建
造
を
目
的
と
し
て
、

同
じ
長
崎
の

浦
上
村
立
神
郷
に

オ

ラ
ン

ダ
か
ら
技
術
者
を
迎
え
、

蒸
気
軍
艦

製
造
所
を
文
久
元
年
（
一

八
六
一

）
三

月
創
設
し
た
。

元
治
元
年
（
一

八
六
四

）
に

は
機
械
類
を
オ
ラ
ン

ダ
か
ら
購
入
す
る
と
と
も
に
立
神
造
船
場
と

改
め
、

船
渠
を
築
造
し
よ
う
と
し
た
が
、

完
成
し
な
い

う
ち
に

明
治
維
新
を
迎
え
、

長
崎
製
鉄
所
の

管
轄
下
に

置
か
れ
た
。

横

浜

製
鉄

所
の

建

設

元
治
元
年
（
一

八
六
四

）
十
一

月
、

目
付
栗
本
瀬
兵
衛
（
号

鋤
雲
）
は
、

参
政
酒
井
飛
驒
守
に

招
か
れ
、

幕
府
海
軍
の

帆
船
翔
鶴
丸

の

修
理
を
フ

ラ
ン

ス

人
技
師
に

頼
ん
で

く
れ
る
よ
う
に

懇
請
さ
れ
た
。

栗
本
は
交
遊
の

あ
っ

た
カ
シ

ュ

ン

書
記
官
や
そ
の

筋
か
ら

面
識
の

あ
っ

た
フ

ラ
ン

ス

駐
日

公
使
レ

オ
ン

＝

ロ

シ

ュ

に

信
用
が
あ
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

栗
本
は
す
ぐ
横
浜
へ

至
り
ロ

シ

ュ

に

依
頼
し
た
と
こ

ろ
、

ロ

シ

ュ

は
フ

ラ
ン

ス

東
洋
艦
隊
提
督
ジ
ョ

ー
ラ
イ
ス

の

意
見
を
き
き
、

士
官
ド
ロ

ー
ト
ル

や

職
工
を

十
数
人
派
遣
し
、

気
缶
の

修
繕
や
修
理
に

協

力
し
た
。

そ
の

工

事
の

交
渉
に

あ
た
っ

て
い

た
栗
本
が
税
関
か
ら
の

帰
途
、

騎
馬
で

あ
と
を
追
っ

て

き
た
勘
定
奉
行
小
栗
上
野
介
か
ら
呼
び
止
め
ら

れ
、

相
談
を
う
け
た
の

が
、

先
年
佐
賀
藩
か
ら
幕
府
に

献
上
さ
れ
た
蒸
気
船
用
諸
機
械
一

式
の

利
用
に

つ

い

て
で

あ
っ

た
。

小
栗
の

話
で

は
、

献
上

機
械
の

三

分
の

二

は
、

横
浜
港
の

石
炭
庫
に

運
ば
れ
、

残
り
は
長
崎
港
に

あ
る
が
、

こ

の

機
械
を
活
用
し
て

相
模
の

貉
ケ
湾
（
三

浦
郡
長
浦
湾
）
に

ド

ッ

ク
や
製
鉄
所
を
建
設
し
よ
う
と
し
て

す
で
に

測
量
ま
で

行
っ

た
け
れ
ど
も
、

そ
の

方
面
に

熟
練
者
が
い

な
い

た
め
企
画
倒
れ
に

終
わ
っ

た
。

小
栗

は
、

栗
本
に

翔
鶴
丸
を
修
理
す
る
の

に

功
の

あ
っ

た
ド
ロ

ー
ト
ル

な
ど
を
使
っ

て

長
浦
湾
で
ド
ッ

ク
を
建
設
す
る
よ
う
に

と
頼
ん
だ
の

で

あ
っ

た
。

栗
本
は
た
だ
ち
に

小
栗
を
伴
い
、

ロ

シ

ュ

を
訪
れ
意
見
を
求
め
た
と
こ

ろ
、

公
使
は
ジ
ョ

ー
ラ
イ
ス

の

助
言
に
よ
り
ド
ロ

ー
ト
ル

よ
り
も
旗
艦
セ

ミ

ラ
ミ
ス

号
の

蒸
気
士
官
ジ

ン

ソ

ラ

イ
を
推
せ
ん
し
た
。

ジ
ン

ソ

ラ
イ
は
、

佐
賀
藩
献
上
機
械
を
鑑
定
し
た
結
果
、

こ

れ
ら
の

機
械
は
、

全
体
に

小
型

で

あ
り
馬
力
も
小
さ
い

の

で

小
修
理
に

は
適
す
る
が
、

ド
ッ

ク
を
造
る
よ
う
な
大
修
理
工

事
に

は
向
か
な
い

の

で
、

む
し
ろ
横
浜
近
傍
に

据
え
付
け
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小
船
の

修
理
に

使
用
す
れ
ば
便
利
で

あ
ろ
う
と
報
告
し
た
。

栗
本
は
小
栗
と
相
談
し
、

フ

ラ
ン

ス

の

友
好
的
な
態
度
に

信
頼
し
、

そ
の

技
術
を
も
と

に
、

鍋
島
閑
叟
の

意
思
を
生
か
し
て

そ
の

献
上
機
械
で

艦
船
修
理
工

場
を
つ

く
る
こ

と
に

決
め
た
。

長
崎
に

残
っ

て
い

た
機
械
も
全
部
横
浜
に

取
寄

せ
、

ジ

ン

ソ

ラ

イ
の

調
査
検
分
を
経
て

建
設
の

は
こ

び
に

な
っ

た
の

が
、

横
浜
製
鉄
所
で

あ
る
（
栗
本
瀬
兵
衛
『
栗
本
鋤
雲
遺
稿

』）。

慶
応
元
年
（
一

八
六
五

）
二

月
、

横
浜
本
村
を
選
び
横
浜
製
鉄
所
は
起
工
さ
れ
、

同
年
八
月
完
成
し
た
。

咸
臨
丸
遣
米
使
節
が
ア

メ

リ
カ
か
ら
購

入
し
て

き
た
工

作
機
械
を
も
加
え
て

据
え
付
け
、

艦
船
修
理
と
と
も
に

工

業
伝
習
を
も
あ
わ
せ
て

目
的
と
し
、

フ

ラ
ン

ス

技
術
に

依
存
す
る
の

で
、

ド
ロ

ー
ト
ル

が
首
長
に

就

任

し
た
。

日

本
側
の

担
当
者
は
そ
れ
ま
で

の

因
縁
か
ら
栗
本
瀬
兵
衛
が
任
命
さ
れ
た

（
横
須
賀
鎮
守
府
編
『
横
須
賀
造
船

史
』）。横

須
賀
製
鉄

所
の

設

立

横
浜
製
鉄
所
の

建
設
と
平
行
し
て

本
格
的
な
ド
ッ

ク
建
設
の

計
画
が
す
す
め
ら
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス

公
使
オ
ー
ル

コ

ッ

ク
は
、

西
南

雄
藩
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
極
東
の

外
交
を
主
導
し
て
い

た
。

ロ

シ

ュ

は
イ
ギ
リ
ス

に

対
抗
し
て

幕
府
支
持
の

態
度
を
と

り
、

日

本
に

お
け
る
生
糸
貿
易
を
独
占
し
、

自
国
内
の

蚕
の

伝
染
病
に

よ
る
生
糸
不
足
を
補
う
意
図
を
も
っ

て
い

た
し
、

幕
府
は
ま
た
フ

ラ
ン

ス

の

援
助
を
得
て

軍
備
を
強
化
し
、

反
幕
府
の

国
内
の

動
き
を
抑
え
よ
う
と
望
ん
だ
の

で
、

両
者
は
急
速
に

接
近
す
る
に

至
っ

た
。

小
栗
上
野
介
ら
が
予
定
し
た
相
模
の

長
浦
湾
は
水
深
が
浅
い

た
め
敬
遠
さ
れ
、

隣
り
の

横
須
賀
湾
が
湾
形
曲
折
し
水
深
が
あ
り
、

フ

ラ
ン

ス

の

地

中
海
沿
い

の
ツ

ー
ロ

ン

軍
港
に

似
て
い

る
と
い

う
ジ
ョ

ー
ラ
イ
ス

ら
の

判
断
に

も
と
づ

き
、

横
須
賀
湾
に

大
造
船
所
を
建
設
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

慶
応
元
年
（
一

八
六
五

）
一

月
、

幕
府
は
フ

ラ
ン

ス

公
使
ロ

シ

ュ

と
約
定
書
を
か
わ
し
、

規
模
は
ツ

ー
ロ

ン

軍
港
の

三

分
の
二

と
し
、

ド
ッ

ク
二

か

所
、

船
台
三

か
所
、

製
鉄
所
一

か
所
を
一

八
㌶
の

地
に

設
け
、

フ

ラ
ン

ス

人
四
〇
名
、

日
本
人
二

〇
〇
〇
名
を
使
用
し
、

年
間
六
〇
万
ド
ル
、

四
か

年
間
総
計
二

四
〇
万
ド
ル

で

完
成
さ
せ
る
計
画
を
た
て

た
（『
横
須
賀
造
船
史

』）。

こ

れ
だ
け
の

大
事
業
は
在
日

の

フ

ラ
ン

ス

人
技
師
で

は
手
に

余
る
の

で
、

ロ

シ

ュ

の

推
挙
で

中
国
の

寧
波
に

在
勤
し
て
い

た
海
軍
技
師
ウ
ェ

ル

ニ
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ー
を
首
長
に

招
く
と
と
も
に
、

機
械
器
具
類
の

調
達
と
多
く
の

技
術
者
や
工

員
を
雇
用

す
る
た
め
外
国
奉
行
柴
田
日

向
守
の
一

行
が
フ

ラ
ン

ス

へ

派
遣
さ
れ
た
。

こ

の

間
、

石

川
島
造
船
所
拡
張
の

た
め
オ

ラ
ン

ダ
へ

渡
り
、

工

作
機
械
の

買
い

付
け
に

あ
た
っ

て
い

た
肥
田
浜
五

郎
ら
は
幕
命
に
よ
り
柴
田
一

行
と
合
流
し
、

横
須
賀
製
鉄
所
の

建
設
に

協

力
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

ウ
ェ

ル

ニ

ー
は
、

肥
田
ら
の

購
入
し
た
オ
ラ
ン

ダ
製
の

機
械

類
を
引
き
継
い

だ
が
、

こ

れ
ら
の

転
用
を
認
め
ず
、

予
定
ど
お
り
フ

ラ
ン

ス

か
ら
横
須

賀
用
機
械
を
購
入
し
た
。

肥
田
は
、

横
須
賀
の

地
は
、

外
国
船
が
自
由
に

出
入
す
る
横

浜
に

近
い

た
め
一

朝
事
が
あ
る
と
き
は
軍
事
的
に

封
鎖
の

お
そ
れ
が
あ
り
不
利
で

あ
る

と
し
、

石
川
島
造
船
所
の

拡
張
を
力
説
し
た
が
、

横
須
賀
へ

新
設
を
主
張
す
る
ウ
ェ

ル

ニ

ー
と
激
論
の

末
、

敗
れ
る
と
い

う
一

幕
が
あ
っ

た
。

慶
応
二

年
一

月
、

柴
田
一

行
は
フ

ラ

ン

ス

人
技
師
ら
を
伴
い

帰
国
し
、

三

月
下
旬
か

ら
工

場
建
設
が
開
始
さ
れ
、

ウ
ェ

ル

ニ

ー
の

指
示
に
よ
り
諸
官
舎
・

製
鋼
工
場
・

学
校

・

端
船
製
造
所
が
造
ら
れ
、

翌
三

年
三

月
、

第
一

船
渠
の

開
鑿
が
始
ま
っ

た
が
、

一

年

を
経
な
い

う
ち
に

幕
府
は
崩
壊
し
た
の

で
、

ド
ッ

ク
は
新
政
府
に

よ
り
明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
に

完
成
し
た
。

横
須
賀
の

建
設
用
資
材
は
す
べ

て

横
浜
か
ら
運
ぶ
の

で

慶
応

二

年
七
月
両
地
連
絡
用
に

蒸
気
船
二

隻
の

建
造
に
か
か
っ

た
。

三

〇
馬
力
船
と
一

〇
馬

力
船
で
、

前
者
の
エ

ン

ジ
ン

は
フ

ラ

ン

ス

へ

発
注
、

後
者
の
エ

ン

ジ
ン

は
横
浜
製
鉄
所

横須賀製鉄所ドック開鑿の様子 横須賀市広報課提供
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で

製
造
し
た
。

結
局
、

幕
府
が
全
力
を
挙
げ
て

建
造
し
た
横
須
賀
製
鉄
所
の

実
績
は
、

こ

の

二

船
の

み
に

と
ど
ま
っ

た
。

横
須
賀
製
鉄
所
の

起
工
は
、

オ
ラ
ン

ダ
技
術
の

伝
習
か
ら
フ

ラ
ン

ス

の

そ
れ
へ

変
わ
っ

た
こ

と
を
示
す
も
の

で

あ
り
、

幕
府
が
ほ
か
の

造
船
所
へ

関

心
を
失
っ

た
こ

と
を
意
味
す
る
。

オ
ラ
ン

ダ
製
機
械
と
技
術
で

発
足
し
た
長
崎
製
鉄
所
は
、

追
加
投
資
は
さ
れ
ず
に

棄
て
お
か
れ
、

ま
た
、

オ
ラ
ン

ダ
へ

機
械
類
の

購
入
に

派
遣
さ
れ
た
肥
田
浜
五

郎
ら
の

努
力
も
空
し
く
、

石
川
島
造
船
所
の

拡
張
は
中
止
さ
れ
放
棄
さ
れ
る
運
命
を
招
い

た
。

石
川

島
造
船
所
で

は
幕
府
海
軍
建
設
計
画
の
一

環
と
し
て
、

蒸
気
砲
艦
千
代
田
形
が
文
久
二

年
（
一

八
六
二

）
五

月
起
工
さ
れ
、

慶
応
二

年
（
一

八
六
六

）

に

完
成
し
た
。

日
本
最
初
の

蒸
気
軍
艦
で

あ
る
。

エ

ン

ジ
ン

は
オ
ラ
ン

ダ
製
、

排
水
量
一

三

八
ト
ン

の

木
造
ス

ク
ー
ナ
ー
で
、

戸
田
村
で
ロ

シ

ア

船

建
造
に

従
事
し
た
船
大
工

を
動
員
し
た
。

幕
府
が
黒
船
生
産
を
目
的
と
し
て

造
船
所
を
各
地
に

興
し
た
が
、

鉄
製
と
は
い

か
ず
、

木
造
の

蒸
気
軍
艦

の

建
造
の

段
階
で

終
わ
り
、

以
後
幕
府
の

す
べ

て

の

期
待
は
横
須
賀
製
鉄
所
の

建
設
に

か
け
ら
れ
る
状
況
と
な
っ

た
の

で

あ
る
。

注（1）
　
南
波
松
太
郎
・

松
木
哲
・

石
井
謙
治
編
「
鳳
凰
丸
昌
平
丸
御
軍
艦
諸
記
事
に
つ

い

て

」『
海
事
史
研
究
』（
日

本
海
事
史
学
会
編
）
第
七
号
　
昭
和
四
十
一

年

十
月
。

二

　
明
治
前
期
の

重
工

業

横
須
賀
造
船

所
の

経

営

明
治
元
年
（
一

八
六
八
）
閏
四
月
一

日
、

明
治
政
府
は
幕
府
よ
り
横
須
賀
製
鉄
所
を
接
収
し
た
。

し
か
し
、

そ
の

直
前
の

二

月
八

日
、

幕
府
は
フ

ラ
ン

ス

の

ソ

シ

エ

テ
＝

ジ
ェ

ネ
ナ
ル

社
よ
り
五

〇
万
ド
ル

借
款
を
受
け
た
担
保
と
し
て
、

横
須
賀
・

横
浜
両
製
鉄

所
の

抵
当
権
設
定
に

同
意
し
、

三

月
一

日
よ
り
七
か
月
後
に

年
一

割
の

利
息
で

元
利
金
を
返
還
す
る
契
約
を
結
ん
で
い

た
。

こ

れ
を
履
行
し
な
い

場
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合
、

両
製
鉄
所
を
フ

ラ

ン

ス

が
売
り
払
う
こ

と
に

な
っ

て

い

た
の

で
、

明
治
政
府
は
両
製
鉄
所
の

抵
当
権
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
難
問
を
抱
え
た
。

寺
島
宗
則
・

大
隈
重
信
ら
が
交
渉
し
て
イ
ギ
リ
ス

公
使
パ

ー
ク
ス

の

紹
介
で

オ
リ
エ

ン

タ
ル

＝

バ

ン

ク
か
ら
五

〇
万
ド
ル

の

借
款
に

成
功
し
、

さ
ら

に

両
製
鉄
所
に

関
す
る
フ

ラ
ン

ス

か
ら
う
け
た
借
款
は
正
味
約
三

〇
万
ド
ル

で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
の

で
こ

れ
を
償
還
し
、

そ
の

抵
当
を
解
き
、

管
理
権
を
回
復
し
た
（『
横
浜
市
史
』
第
三
巻

上
）。

政
府
は
接
収
後
も
そ
の

ま
ま
滞
日

し
た
フ

ラ
ン

ス

人
技
師
の

協
力
を
得
て
、

横
須
賀
製
鉄
所
の

完
成
を
急
い

だ
。

明
治
二

年
五

月
錬
鉄
工

場
、

三

年
九
月
鋳
造
工

場
を
竣
工

し
、

四
年
一

月
一

日
、

第
一

号
船
渠
が
完
成
し
た
。

こ

の

船
渠
は
、

長
さ
一

一

九
・

五

㍍
、

幅
二

五

㍍
、

深
さ
九
㍍
の

規

模
を
も
ち
、

旧
幕
府
が
起
工

し
て
よ
り
四
年
一

一

か
月
か
か
り
、

東
洋
一

と
い

わ
れ
た
。

築
造
費
・

機
械
購
入
費
合
計
で

約
一

六
万
七
〇
〇
〇
両
を

費
し
た
（『
横
須
賀
造
船
史
』）。

明
治
三

年
閏
十
月
、

工
部
省
が
新
設
さ
れ
る
と
横
須
賀
・

横
浜
両
製
鉄
所
は
同
省
の

管
轄
に

移
さ
れ
た
。

翌
四
年
四
月
九
日
、

政
府
は
横
須
賀
・

長
崎
両
製
鉄
所
を
工

場
の

実
態
に

応
じ
た
造
船
所
へ

と
改
称
し
、

溶
解
製
鉄
を
行
っ

て

い

な
い

横
浜
製
鉄
所
を
横
浜
製
作
所
と

改
め
た
（『
資
料
編

』

17

近
代
・

現
代
（7）
一

二
二

）。

横
須
賀
・

長
崎
両
造
船
所
が
本
来
の

性
格
を
現
わ
し
て

き
た
と
い

え
る
。

十
月
二

十
五
日
、

横
須
賀
造
船
所
首
長
ウ
ェ

ル

ニ

ー
は
、

旧
幕
臣
で

あ
る
が
同
省
造
船
頭
の

職
に

あ
り
横
須
賀
に

在
勤
し
て
い

た

肥

田

浜
五
郎

に
、

創
業
以
来
の

沿
革
を
報
告
し
、

「
方
今
既
ニ

数
箇
所
ノ

工

場
ヲ

設
置
シ

テ

修
船
事
業
ニ

一

欠
点
ナ
キ
ニ

至
レ

リ

」
（『
横
須
賀
造
船
史

』）
と
し
、

据
付
機
械
一

一

六
台
、

蒸
気
力
一

八
〇
馬
力
、

溶
鉱
炉
そ
の

他
鋳
錬
用
の

炉
は
五
〇
に

達
す
る
と
述
べ

た
。

こ

の

年
に

横
須
賀
造
船
所
の

骨
組
が
ほ

ぼ

出
来
上
っ

た
の

で

あ
る
。

明
治
四
年
三

月
、

兵
部
省
（
明
治
五

年
二

月
、

陸
海
軍
両
者
に

分
離

）
は
、

海
軍
興
隆
を
旗
印
に

し
て
工
部
省
へ

対
し
同
所
の

移
管
を
主
張
し
、

横
浜

・

長
崎
両
所
を
工
部
省
の

管
轄
に

留
め
れ
ば
差
支
え
は
な
か
ろ
う
と
要
求
を
繰
り
返
し
た
。

七
月
工
部
省
は
横
須
賀
の

経
費
の

増
大
を
太
政
官
に

要

©神奈川県立公文書館


	第二編　明治前期の神奈川県経済
	第一章　地租改正後の経済発展
	第二節　在来工業の展開
	四　醸造業
	醸造高の推移（427）
	県内の産地（427）

	五　雑工業
	横浜周辺の加工業（432）


	第三節　近代工業の形成
	一　幕末期の工業
	黒船来航と浦賀造船所（433）
	石川島造船所の設立（434）
	佐賀藩と薩摩藩（435）
	戸田の君沢形建造（436）
	長崎製鉄所の開設（437）
	横浜製鉄所の建設（439）
	横須賀製鉄所の設立（440）







